
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3026 

 

令和 5年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語表現 ２ 第３学年 

副教材・入試必携英作文 Write to the 

Point（数研出版） 

・New Edition Engage 準拠実践問題集

Master Book（いいずな書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 これまでに培った基本的な英語表現力をもとに、自分の意見やあらゆる情報などを分かりやすく論理

的に表現する技能を身につけましょう。 

またペアワーク等を行い、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育み、さまざまな場面

において適切に自己表現できる能力を高めることをめざしましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「英語理解」（３単位）、「英語表現」（２単位）、時事英語（２単位）、 

English CommunicationⅢ（２単位）、英語演習 E（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

◆身近なトピッ
クに関して、

わずかな時間
の準備で、１
分程度のスピ

ーチができ
る。その際に
は具体的な理

由を添えて自
分の意見を述
べることがで

きる。 

◆◇論点の明ら

かな英文を読

み、また、話

された英文を

聞いて、それ

ぞれのポイン

トを捉えて、

その概要を簡

潔に話すこと

ができる。 

英語理解 

・授業時の

発表 

 

英語表現 

・言語活動

の観察 

 

English 

Communi

cationⅢ 

・授業時の

発言 

・定期考査

の イ ン タ

ビ ュ ー テ

スト 

 

時事英語 

・授業時の

発表 

・プレゼン

テ ー シ ョ

ン 

 

英語演習 E 

・授業時の

発表 

◆複数の段落
で、序論・本

論・結論を意
識して、時間
をかけた修

正を経て、自
分の意見を
わかりやす

く書くこと
ができる。 

◆自分のよく

知っている

トピックに

関して、参考

文献やイン

ターネット

などから情

報を収集し、

それをまと

めた文章を

書くことが

できる。 

英語理解 

・定期考査 

 

英語表現 

・定期考査 

・小テスト 

・課題 

 

English 

Communi

cationⅢ 

・定期考査

の ラ イ テ

ィ ン グ テ

スト 

 

時事英語 

・定期考査

時 の ラ イ

ティング 

◇自分の得意とす
る分野に関する

自然な速さで話
されるスピーチ
や会話（３～５

分）を聞いて、
ポイントをつか
みながら内容を

理解することが
できる。 

◇自然な速さで話

される観光地で

の説明やガイド

などのアナウン

スを聞いて、大

切なポイントを

もらさず概要を

把握することが

できる。 

英語理解 

・リスニン

グテスト 

 

英語表現 

・言語活動

の観察 

 

時事英語 

・授業の内

容理解 

 

英語演習E 

・授業の内

容理解 

◇まとまりのある英
文を読み返すなど

しながら一定時間
内に読み、各段落
のトピック、サポ

ート、例示、詳細な
どを抑えながら、
全体の要旨を理解

することができ
る。 

◇◆小説などを読

み、背景を踏まえ
事実関係だけでは
なく、登場人物の

気持ちなどを把握
し、気持ちに応じ
て適切な速度や声

の調子で音読する
ことができる。 

◇英語で書かれた

物語を読み切り、

全体の筋を理解す

ることができる。 

英語理解 

・定期考

査 

 

英語表現 

・定期考

査 

・授業時

の発表 

 

時事英語 

・授業の

内容理解 

 

英語演習

E 

・授業の

内容理解 

 



※令和３年度以前入学生用 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

 

４ 学習の活動 

 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

定期考査：平常点＝７０：３０ 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 
入試必携 
英作文 
Write to 
the point 
 
 
Lesson 
1-18 
 
( ○時間) 

 

 

1.主語の決定(1) 

2.主語の決定(2) 

3.目的の表現 

4.理由の表現 

5.時制(1) 

6,時制(2) 

7.動詞の語法 

8.関係詞 

9.時間の表現 

10.数字の表現 

11.仮定・条件の

基本 

12.仮定・条件の

応用 

13.比較の基本 

14.比較の応用 

15.譲歩の表現 

16.重要表現(1) 

17.重要表現(2) 

18.A は…だ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペアワークを行い、各

レッスンの基本例文を

使って身近なことにつ

いて英語で表現でき

る。 

基本例文等をペアで音読

し、あらゆる場面におい

て自然な表現を確認し、

コミュニケーションを図

る。 

ペアワークやグルー

プワークにおいて積

極的に自分の意見や

情報を伝えようとす

る姿勢が見られる

か。 

言語活動の観察 

 

「外国語表現の能力」 

基本例文等を活用し、

身近なことを分かりや

すく論理的に表現でき

る。 

基本例文等を活用し、あ

らゆる場面を想定して

120～150 語程度の英文

で表現する。  

基本例文等を効果的

に用いて、日本語に

惑わされることなく

論理的に自分の意見

や情報を伝えられて

いるか。 

発表 

定期考査 

課題 

「外国語理解の能力」 

基本例文や題材内容に

おける構文や文法・語

法を理解する。 

設問を解き、ペアワーク

でお互いの解答を確認し

添削する。 

既習事項である構文

や文法・語法を正確

に理解し定着させて

いるか。 

言語活動の観察 

発表 

小テスト 

定期考査 

課題 

「言語や文化についての知識・理解」 

（本単元では設定しな

い） 

（本単元では設定しな

い） 

（本単元では設定し

ない） 

（本単元では設定し

ない） 


